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研究要旨 

ムコ多糖症各型の発生頻度を文献的に調査した。ムコ多糖症全体の発生頻度は人口 10

万人あたり 1.2（米国）〜16.9（サウジアラビア）で、ヨーロッパ諸国では 1.56（スイ

ス）〜4.8（ポルトガル）、日本は 1.53 であった。型別では、欧米ではＩ型・III 型、

東アジア・ブラジル・ポルトガル・エストニアなどでは II型、サウジアラビアでは VI

型が高頻度であった。これらの結果は早期診断治療体制を考える上で重要な情報とな

る。 
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Ａ．研究目的             

世界各国のムコ多糖症発生頻度を調査し今

後の早期診断治療体制を検討するための基礎

データとする。 

Ｂ．研究方法 

文献的に世界各国のムコ多糖症発生頻度を

調査した。 

（倫理面への配慮） 

文献調査であり倫理的問題は発生しない。 

Ｃ．研究結果 

1）ムコ多糖症全体の発生頻度 

 ムコ多糖症全体の発生頻度は、人口10万人あ

たり1.2（米国）〜16.9（サウジアラビア）、

ヨーロッパ諸国では1.56（スイス）〜4.8（ポ

ルトガル）、日本は1.53であった（図1）。 

2）ムコ多糖症各型の発生頻度 

 欧米ではＩ型・III 型、東アジア・ブラジル・ポ

ルトガル・エストニアなどでは II型、サウジアラ

ビアでは VI 型が高頻度であった（図 2）。 

Ｄ．考察 

ムコ多糖症の発生頻度は全体としても型別

にも世界各国で差があることが確認された。

この差は各国の遺伝子変異の多様性、founder 

effectなどのほかに、診断体制、疾患の認知

度なども影響していると考えられた。 

 
Ｅ．結論               

ムコ多糖症の発生頻度は世界各国で異なり、

今後の早期診断治療体制を検討する上で考慮

する必要がある。 
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図 1 世界各国のムコ多糖症発生頻度（全型） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 型別のムコ多糖症発生頻度 

 
 
 


